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疾走

第23 回国見町町内一周駅伝競走大会が11 月７日開催

さ れまし た。町内各地区をめぐる10 区間22.ﾜkm を12 チ

ームがタスキをつないで争います。秋瞋れのもと汨道に

は多く の町民が詰めかけ、声援のなか選手たちは疾走し

ます。結果は、藤田チームの優勝。小坂チームが準優勝。

徳江南部チームが第 ３位となり 、中学生の部では大木戸

Ｊ「 チームが優勝し まし た。

秋の国見路を

町内一周駅伝大会



更
な
る
交
流
を
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サ
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長
崎
県
・
大
分
県
・
福
島
県
の
三

県
国
見
町
の
町
長
、
議
奴
ら
が
十
月

十
二
凵
。
長
崎
県
国
見
町
に
一
堂
に

会
し
、
当
町
ｔ
催
に
よ
る
全
国
「
国

兒
町
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
中
で
、
冨
水
町
長
が
議
長
と
な

り
、
今
後
の
交
流
の
あ
り
方
と
し
て
、

各
町
特
産
品
の
交
流
・
販
路
や
災
害

畤
の
支
援
な
ど
が
議
題
と
な
り
、
今

後
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
し
、
更
な

る
交
流
発
腹
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

三
町
国
見
町
は
平
成
九
年
七
月
に

交
流
協
定
を
結
び
、
こ
れ
ま
で
各
業

界
関
係
、
婦
人
の
方
や
中
学
生
な
ど

が
相
互
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
り
、
友

好
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
。二
町
の
代

表
が
一
同
に
会
す
る
の
は
弔
成
九
年

以
米
始
め
て
の
こ
と
で
、
今
開
催
の

幹
事
町
で
あ
る
、
当
町
の
提
唱
で
実

現
し
ま
し
た
。
今
同
が
第
一
回
目
の

開
催
と
な
り
、
各
町
よ
り
町
長
、
議

艮
ら
が
出
席
。
当
町
か
ら
は
冨
水
町

長
、
佐
藤
忠
災
議
長
、
占
旧
久
…男
前

硫
艮
が
出
席
、
総
務
課
艮
が
同
行
し

ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
冨
永
町
艮
が
「
こ

れ
ま
で
の
交
流
の
経
過
を
踏
ま
え
。

今
後
の
収
組
み
を
協
議
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
、
松
尾
絣
之
助
艮
崎
国
見

町
艮
が
歓
迎
の
意
を
込
め
町
の
紹
介

を
、
人
分
の
金
山
尚
学
町
妓
が
特
産

品
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
各
町
特
産
品
の

流
通
販
売
、
国
見
フ
ェ
ア
な
ど
物
的

交
流
に
関
し
て
話
し
合
わ
れ
、
鮮
度
・

価
格
・
流
通
ル
ー
ト
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
今
後
Ｊ
Ａ
な
ど
の
専
門
家
を

含
め
た
な
か
で
、
当
町
が
中
心
と
な

り
東
京
で
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。
ま
た
。
災
害
時
に
互
い
に

攴
援
し
あ
う
、
災
害
援
助
協
定
に
つ

い
て
は
、
遠
隔
地
で
あ
り
。
互
い
に

同
じ
災
害
を
受
け
に
く
い
こ
と
か
ら
、

締
結
に
向
け
て
具
体
的
に
煮
詰
め
る

こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
進
め
ら
れ
て

き
た
人
的
交
流
を
継
続
し
、
広
く
情

報
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
親
交

を
深
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

次
期
幹
事
町
を
大
分
国
見
町
に
決
定

し
、
第
一
回
目
と
な
る
サ
ミ
ッ
ト
は

閉
幕
し
ま
し
た
。

な
お
帰
路
、
大
分
県
国
見
町
を
公

式
訪
悶
し
。
地
元
の
歓
迎
を
受
け
旧

交
を
暖
め
、
十
四
目
に
帰
町
し
ま
し

た
。



十
月
ニ
ト
五
日
．
国
見
町
に
ド
イ

ツ

ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ゲ
ン
市
よ
り
、

ジ
ュ
ー
ス
タ
ー
巾
長
ら
か
．
国
見
町

を
訪
れ
ま
し
た
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
で
は
歓
迎
式
が
開
か
れ
、
そ
の

後
．
一
行
は
り
ん
ご
園
を
見
学
し
、

短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
遠
方

の
友
と
の
再
会
と
な
り
ま
し
た
．

今
回
来
町
し
た
叺
は
ヽ

第
三
市
長

の
カ
ー
ル
（

イ
ン
ス

ー
シ
ュ
ー
ス
タ

ー
さ
ん
と
市
議
の
ゲ
ー
ル
（

フ
ト

ー

ハ
フ
ェ
マ
ン
さ
ん
で
、
県
の
し
や
く

な
げ
人
使
を
勤
め
る
シ
ュ
ミ
ッ
ト
勝

了
さ
ん
も
通
訳
を
兼
ね
同
行
頂
き
ま

し
た
。

当
町
と
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ゲ
ン
市

は
。
平
成
九
年
度
に
町
廠
会
が
、
ゴ

ミ
の
先
進
事
例
と
し
て
視
察
研
修
で

訪
れ
た
こ
と
か
ら
親
交
が
あ
り
、
ま

た
が
永
町
艮
自
身
も
、
県
職
員
当
時

『
県
民
の
翼
』
の
剛
長
と
し
て
、
同

市
を
訪
問
し
た
経
過
が
あ
り
ま
す
。

式
で
は
町
長
よ
り
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
人
波
助
役
が
代
読
し
、
佐
藤
忠
美

議
長
、
ド
イ
ツ
訪
問
時
の
団
長
だ
っ

た
占
田
久
男
前
議
長
が
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。
町
議
員
の
方
や
若

人
の
翼
Ｏ
Ｂ
も
出
席
し
ま
し
た
、

ジ
ュ
ー
ス
タ
ー
巾
艮
は
以
前
町
議

会
が
訪
れ
た
時
の
新
聞
を
持
参
し

「
艮
年
の
念
願
で
あ
っ
た
国
見
町
を

訪
れ
る
こ
と
が
出
来
て
非
常
に
う
れ

し
い
。
互
い
の
距
離
は
遠
い
が
。
公

害
問
題
な
ど
。
で
き
る
こ
と
か
ら
共

に
取
り
組
み
ま
し
よ
う
ご
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

町
か
ら
友
好
の
証
と
し
て
町
旗
が

贈
ら
れ
、
巾
長
ら
は
文
化
セ
ン
タ
ー

の
隈
望
台
か
ら
町
を
一
甲
し
、
そ
の

後
泉
田
の
黒
Ⅲ
武
さ
ん
の
り
ん
ご
側

を
視
察
し
国
見
を
後
に
し
ま
し
た
。

市
艮
ら
は
「
若
人
の
翼
欧
州
派
遣

シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ゲ
ン
訪
問
ニ
ト
五

川
年
記
念
祝
賀
会
」
出
席
の
た
め
来

県
し
て
い
た
も
の
で
。
忙
し
い
日
程

を
割
い
て
国
兄
町
を
訪
れ
た
も
の
で

す
。
一
行
は
、
県
知
嘔
を
訪
問
し
。

。一
十
六
日
に
は
帰
四

の
途
へ
着
き
ま

し
た
。

ドイツ

ｼｭﾀｯﾄﾍﾞﾙｹﾞﾝ市長来町

贈られた国見町旗を披露するカールハインス・ジュースター市長 ぐ中央）
とゲールハフト・ハフェマン市謫（左端）、シュミット勝子さん

シュタットベルゲン市の位置

シュタットベルゲン（Ｓt洳ｔｓr圏ｎ）

市はドイツの爾東部バイエルン地方
にあり、ミ ュンヘンより車で西へ杓
１畤問、古都アウクスブルクの郊外

にあります。人口約14, ０００人、

ゴ
ミ
は
家
庭
に
持
ち
込
ま
な
い

Ｉ
シ
ュ
ミ
ッ
ト
勝
子
さ
ん
に
よ

る
講
演
会
～

十

。
月
五
日
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
。
シ
ュ
タ
ッ
ト
ベ
ル
ゲ
ン
市

に
お
住
ま
い
の
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
勝
了
さ

ん
に
よ
る

Ｉ
ド
イ
ツ
に
お
け
る
ゴ
ミ
事

柚
」
と
閣
し
た
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
民
族
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た
勝

子
さ
ん
よ
り
、
ゴ
ミ
の
減
量
化
・
再
資

源
化
を
図
る
ド
イ
ツ
の
取
り
組
み
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
演
は
深
刻
化

す
る
ゴ
ミ
問
題
に
対
し
、
こ
れ
か
ら
進

む
べ
き
指
針
が
盛
り
込
ま
れ
、
大
い
に

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
で
は
、
ゴ
ミ
は
家
庭
に
持
ち

こ
ま
な

い
と

い
う
意
識
が
浸
透
し
、
買

い
物
に
は
袋
を
持
参
し
て
余
計
な
袋
は

持
ち
帰
ら
な

い
。
良
い
物
を
長
く
使
う
。

過
剰

包
斐
は
不
要

、
飲
み
物
は
中

身
を

買
う
の
で
あ
っ
て
、
瓶
は
店
に
買
い
取

っ
て
も
ら
う
。
日
本
で
横
行
す
る
缶
ジ

ュ
ー
ス
は
資
源
の
ム
ダ
そ
の
も
の
で
あ

る
と
述
べ
て
い
ま
す
。

発
生
し
た
ゴ
ミ
は
①
リ
サ
イ
ク
ル

で

き
る
資
源
ゴ
ミ
②
家
で
処
理
す
る
生
ゴ

ミ
②
処
理
で
き
な
い
廃
棄
ゴ
ミ
の
Ｅ
捶

類
に
大
き
く
分
類
で
き
る
。
資
源

ゴ
ミ

は
収
集
、
再
利
川
の
た
め
、
ガ
ラ

ス
瓶

は
色
ご
と
、
紙
は
種
類
ご
と
に
分
類
し
、

ア
ル

ミ
楠
や
コ
ル

ク
ま
で
徹
底
し
て

分

別
し
、
収
集
場
所
へ

持
っ
て

い
く
と
の

こ
と
。
そ
れ
で
残
っ
た
ゴ
ミ
は
廃
東

ゴ

ミ
と
し
て

、
お
金
を
払

っ
て

週
単
位

に

同
収
し
て

も
ら
う
。
こ
の
方
法
は
巾
の

テ

キ
ス
ト

に
よ
り

進
め
ら
れ
て

い
る
そ

う
で
す

。

ゴ
ミ
の

行
く
末
は
、
地
球
環
境
に
結

び
つ
き

、
空
気
や
水

が
汚
染
さ
れ
る
こ

と
を
も
っ

と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

と
ま
と
め
、
最
後

に
「
ゴ
ミ
は
持
ち
込

ま
な

い
意
識
改
革
を

進
め

る
こ
と
が
必

要

」
と
結

ん
で

い
ま
す
。



官
民
あ
げ
て
対
策
す
す
む

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
西
暦
２
０
０
０
年
問
題

『
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
2
0
0
0

年
問
題
』
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
は
西
暦
2
0
0
0

年
に
な
る
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
「
年
」

を
認
識
で
き
な
く
な
り
、
誤
作
動
を
起
こ
す
と

い
う
問
題
で
す
。

現
在
、
官
尺
を
あ
げ
て
対
応
策
が
と
ら
れ
て
お
り
、
収
大
な
問
題

は
発
生
し
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
問
題
が
把

捉
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
社
会
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
機
能
し
て
い
る

今
日
、
私
た
ち
の
身
近
な
所
で
も
起
き
う
る
問
題
と
し
て
、
万
が

一
に
備
え
た
準
備
が
必
要
で
す
。
西
暦
2
0
0
0

年
ま
で
残
す
と

こ
ろ

１
ヵ
月
余
り
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
み
な
さ
ん
に
注

意

い
た
だ
く
こ
と
と
、
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

2
0
0
0
年
問
題
と
は

こ
れ
ま
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
使

わ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
西
暦
年

の
ド
こ
絎
の
み
で
「
年
」
を
認
繊
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
2
0
0
0

年
な

ら
「
０
０
」
と
処
理
す
る
た
め
。
1
9
0
0

年
と
区
別
が
つ
か
ず
に
誤
作

助
を
起
こ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
に
お
い
て
は

家
庭
に
お
い
て
は
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ

プ
（
超
小
型
集
積
回
路
）
が
組
み
込

ま
れ
、
年
を
と
も
な
う
日
付
管
理
を

お
こ
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
同
様
に
誤
作
助
を
起
こ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
ビ
デ
オ

レ
コ
ー
ダ
ー
や
カ
メ
ラ
の
日
付
表
示

が
お
か
し
く
な
っ
た
り
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
ま
す
。（
最
新
式
の
機
器
や

口
付
を
管
理
し
な
い
も
の
は
問
題
が

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
ご

町
に
お
い
て
は
対
応
済
、

万

一
に
備
え
、
対
策
本
部
を
設
置

町
に
お
い
て
は

現
在
、
町
で
は
住
民
基
本
台
帳
や

年
金
、
岡
保
な
ど
の
デ
ー
タ
竹
理
、
税

務
、
財
務
、
上
下
水
道
使
用
料
に
つ

い
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
生
活
に
か

か
わ
リ
深
い
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

問
題
が
生
じ
な
い
よ
う
に
調
在
を
行

い
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修
卍
な
ど
対
処

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

み
な
さ
ん
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
、

水
道
嘔
業
に
つ
い
て
は
、
日
付
に
影

響
の
さ
れ
る
も
の
は
な
く
。
も
し
巡

転
に
支
障
が
起
き
て
も
、
予
動
で
の

対
応
を
と
る
た
め
、
給
水
に
は
彫
響

が
あ
り

ま
せ

ん
。

万

一
の
た
め
に

町
で
は
九
月
に
「
国
見
町
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
西
暦
２
０
０
０
年
問
題
対

策
本
部
」
を
設
置
し
対
応
強
化
を
図

る
と
と
も
に
、
危
機
竹
理
計
画
書
の

策
定
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

万
一
に
備
え
、
迅
速
に
対
応
で
き
る

体
制
を
と
る
計
画
で
す
。

町
で
は
町
民
の
皆
さ
ま
の
2
0
0
0

問
題
に
対
す
る
相
談
窓
口

を
般
置
し
ま
し
た
。

ｎ

５
８
５
－
2
1
1
4

″`

総

務
課
庶
務
係
内

〈2000年問題対応状況〉

・ 公さ蘿田病院･･･医療機器など対応済、

安全確保のため万全を尽くす。

●・ 柵…電力の供給については支揶ない

ことを確認済み。危機管理計圖により

万一に備える。

・電話･･･電話通僧に関しては対応済み。

・金融機関…すでに対応済み。危機管理

計画により、データのバックアップな

ど、万一に備える。自動現金預け払い　

機についても勘作確肥済み。

・家電( エアコン･ 冷蔵丿葷･洗濯機など)　

…24時岡単位で時間を管理するものは、

問題を生じない。

・ ＡＶ機器(ビデオレコーダーなど) …日　

付・曜日の不具合が生じる恐れがある。

予約録画ができないことがある。
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成
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年

度

上半期財政状況
一般会計の執行率は39.5％

上半期一般会計の執行状況

(廏　入)
区　　 分 予 算 額 収 λ 藩 馥 収λ 家{SI

IT　　　　 税 9僮4 5eO万円 5皿9 330万円 627

地 方 岨 与 扠 7 44X)万円 2 245万円 303

各 種 文 付 全 1億8 039万円 9 888万円 54 6

地 方 文 付 扠 億 3 253万円 17懦7 796万円 796

分柤 童及 び負 拒 金 4.701万円 2 036万円 43 3

使用 料及 び手 数料 5 引 5 万円 2 824万円 S3.1

囚 廱 支 出 金 1億8 161 万円 1 . 239万円 6.S

霧　 支　 出　 金 2僮5 207万円 1 . 5 万円 6.2

綾　　 入　　 金 2僵8 168万円 36万円 0.1

繙　　 艫　　 金 9 877万円 9 877万円 1(X)

誌 収 入 ほ か 1置6 081万円 6 799万円 42.3

町　　　　 悁 3量9 65口万円 -
-

合　　　　 肘 49僮432 万円 3 596万円 55.8

(歳 出)
区　　 分 予 算 額 支 出 済 圃 執行皐(Ｓ)

譎　　 会　　 費 1儼 ％7万円 50 恥万円 46.3

総　　 務　　 費 6億6 661万円 2砲6 728万円 萄.1

民　　 生　　 費 5僅4 490万円 2僅1532 万円 39.5

鵆　　 生　　 贊 ｱ俚5 757万円 3僮4 652万円 46.0

農 林 水 癨 費 5皿2 a26万円 1僮5 176万円 29.2

商　　 工　　 費 3 404万円 2 901万円 85.2

土　　 木　　 費 7僮8 , 48 ･万円 一 億 3 万円 ﾛ . 2

涓　　 防　　 費 2鍠617 万円 1傀2 268万円
59.5

敏　　 胄　　 費 6僮S31 万円 ｰ  2 万円 . 6

拔 言 姐 旧 費 S1 万円 418万円 . 5

公　　 俑　　 費 6皿6 028万円 4僮5 781万円 69 3

予　　 魯　　 費 600万円
- -

49僵432 万円 1 今 3 596万円 39.5

嘔
成
1‐
一
年
四
月
一
日
か
ら
九
月

三
十
日
ま
で
の
国
見
町
上
半
期
財
政

状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

。
般
会
計
で
は
、
予
算
総
額
四
ｔ

九
億
四
百
三
十
二
万
円
に
対
し
、
収

入
済
額
が
二
十
七
億
三
千
五
百
九
卜

六
万
円
（
五
五
・
八
％
）
、
支
出
済
額

が
十
九
億
三
千
五
百
九
十
六
万
円

（
三
九
・
五
％
）
で
す
。

一
般
会
計
の
歳
入
予
算
の
う
ち
町

税
に
つ
い
て
は
、
町
民
税
が
一
億
四

千
九
百
十
六
万
円
（
四
七
・
四
％
）
、

固
定
資
産
税
が
三
億

八
千
九
百
七
十

七
万
円
（
七

万

六
％

）
、
軽
自
動
車

税
や
た
ば
こ
税
が
五
千
四
百
三
十
七

万
円
（
六
二
・
三
％
）
で
す
。

特
別
会
計
の
う
ち
国
民
健
康
保
険

特

別
会

計
に

つ

い
て
は
、

収

入
済

額

が
三
億

三
千
百

六
十

七
万

円
（
四

四
・

六
％

）
、
支
出

済
糾

が
一
一
億
七
千

六

百

三

十
五

万
円

（
二
七

こ

。％

）
、
ま

た
、

老

人

保
健
特
別

会

計
は

、
収

入
済

額

が
四
億

九
千

五
百

六
十

一
万

円

（
四

七
・
八
％

）
、
支
出

済
額

が
四
億

二

百

四
卜
五

万
円

（
Ｒ
（

・
八
％

）

と
な

っ
て

い
ま
す

。

な

お
、
九

月
末

日
に

お
け

る
地

方

債
の
残

商
は

、
一

般
会

計
分

四
十

二

億

八
千

八
ｆ口
四
ｔ

九
万

円
で

、
上

ド

水
道

分
は

卜
五
億

二
千

九
百

八
十
七

万

円

で
す

。

★

問

い

合

わ

せ

総

務

課

財

政

係

－`
（

５

８

５

）
２

‐
・・

１

３

町
債
に
お
け
る

健
全
財
政
へ
の
取
り
組
み

町
の
借
金
で
あ
る
町
債
は
、
町
が

事
業
を
実
施
す
る
上
で
不
可
欠
な
財

源
で
す
。
平
成
十
年
度
末
に
は
一
般

会
叶
の
起
債
残
額
が
四
十
六
億
五
千

八
百
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
過
去
五

年
間
の
推
移
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

町
偵
は
県
の
許
可
に
基
づ
き
行
わ

れ
ま
す
が
、
そ
の
償
還
に
お
い
て
、

国
に
よ
り
助
成
制
度
の
あ
る
起
偵
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
町
歳
入
の
四
割

以
上
を
占
め
る
普
通
交
付
税
の
中
に

償
還
額
が
含
ま
れ
る
も
の
で
す
。
町

で
は
こ
の
有
利
な
も
の
を
選
ん
で
借

入
し
て
お
り
、
今
年
度
の
試
算
で
は
、

起
債
残
韻
の
半
分
以
上
の
二
十
五
億

円
が
交
付
税
で
措
置
さ
れ
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。
（

。
部
企
業
貸
付
け
分
を

含
む
）
つ
ま
り
町
の
単
独
で
支
払
う

も
の
は
二
十
一
億
五
千
万

円
と
な
り
、
さ
ら
に
町
の
貯

金
と
も

い
え
る
各
種
从
金

の
積
立
額
、
八
億
七
千
万
円

を
差
し
引
く
と
十
三
億
程

度
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
利
子
の
高
い
も
の

や
交
付
税
措
置
の
受
け
な

い
も
の
に
つ
い
は
、
繰
上
げ

償
還
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

低
利
で
助
成
描
置
の
あ
る
町
債
へ
と

努
力
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
歳
出
の
適
正
化
を
図
る
な
ど
、
繰

上
げ
償
還
に
か
か
る
財
源
確
保
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

町
偵
は
無
い
に
こ
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
町
財
政
に
お

い
て
大
規
模
な
事
業
を
進
め
る
上
で
、

そ
の
財
源
を
す
べ
て

賄
う
こ
と
は
不

可
能
で
す
。
む
し
ろ
適
切
な
起
債
に

よ
り
、
艮
期
間
に
世
代
閥
で
負
担
し
、

事
業
を
執
行
す
る
こ
と
も
町
発
展
に

は
欠
か
せ
な
い
こ
と
と
い
え
ま
す
。

今
後
と
も
健
全
財
政
を
図
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
有
利
で
適
切
な
起
債
を

選
択
し
、
「
豊
か
で
住
み
よ

い
、
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
リ
」
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

町債残高の推移
(単位：千円3

平成６年度汞

平成７年度覃

平成８年度末

平成９年度末

甲成1

5  050｡３56

5｡168 ､ 306

4｡897.050

4｡655｡823

4.658.011



地域でとりくむ新しい農業の試み

担い手を中心とした

農業経営の確率

小坂地区

面整備も終盤となる小坂地区ほ塲整偽事業

現
在
、
ほ
場
整
備
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
小
坂
地
区
に
お
い
て
、
整

備
後
の
ほ
塲
に
対
応
し
た
、
新
し
い

農
業
経
営
の
試
み
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

こ
れ
は
。
こ
れ
か
ら
の
農
業
形
態
と

し
て
、
地
域
が
一
体
と
な
り
、
担
い

手
を
中
心
と
し
た
農
巣
経
営
体
制

づ

く
り
を
目
指
す
も
の
で
、「
地
域
営
農

ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
取
り
組
む
も

の
で
す
。
こ
の
た
め
町
の
「
農
柴
経

営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
、
こ
の

ほ
ど
地
域
営
農
総
括
推
進
員
を
配
置

し
、
事
業
展
開
を
は
か
り
ま
す
。

農
業
従
嘔
行
の
高
齢
化
、
後
継
者

不
足
が
叫
ば
れ
、
今
後
さ
ら
に
深
刻

化
す
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
に
対
し
、

一
は
場
整
伽
な
ど
農
業
基
盤
の
整
備

を
進
め
る

一
地
城
農
業
の
中
心
と
な
る
担
い
予

ａ

家
を
確
保
す
る

一
農
地
の
集
約
化
な
ど
地
峨
が

。
体

と
な
り
担
い
手
の
支
援
育
成
を
図

る

以
上
の
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

町
で
は
『
新
地
域
営
ａ

確
立
推
進
小

業
』
に
よ
り
、
地
域
で
の
農
業
経
営

確
立
に
向
け
た
事
業
を
艇
開
し
て
行

き
ま
す
。

こ
の
嘔
業
内
容
は
、
集
落
座
膝
会

や
意
向
調
食
に
よ
り
、
地
域
の
現
状
、

み
な
さ
ん
の
考
え
を
も
と
に
「
地
域

営
農
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
作
り
ま
す
。
こ

れ
に
は
　
①
地
城
農
業
の
担
い
手
の

育
成
・
確
保

②
流
動
化
や
団
地
化

を
踏
ま
え
た
農
地
の
利
用
計
画

③

農
作
業
の
受
委
託
の
あ
リ
方

④
機

械
・
施
設
の
共
同
利
川
な
ど
に
よ
る

効
率
化
、
な
ど
の
内
容
が
盛
り
込
ま

れ
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向

け
て
、
町
を
は
じ
め
、
県
、
ａ

業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
、
股
業
委
員
会
、

ｔ
地
改
良
区
、
ａ

業
協
同
組
合
が
、

一
体
と
な
り
地
域
の
取
組
み
を
支
扱

し
て

い
き
ま
す
。
地
域
営
ｎ

総
括
推

進
八
は
こ
の
一
連
の
牽
引
役
で
す
。

例
え
ば
「
耕
作
で
き
な
い
、
誰
か

に
貸
し
た
い
」
と
い
う
意
向
を
も
と

に
、
ｎ

地
を
担
い
手
農
家
や
生
産
組

繊
へ
集
積
し
、
そ
れ
ら
を
中
心
と
し

た
ａ

業
を
、
地
域
ぐ
る
み
で
確
立
し

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
ま
た
、

導
入
作
物
や
労
働
力
の
調
整
な
ど
も

同
じ
く
進
め
ら
れ
ま
す
。

農
巣
労
働
力
の
減
少
に
よ
り
、
こ

れ
か
ら
の
農
菜
は
、
個
人
で
の
耕
作

か
ら
、
担
い
予
な
ど
を
中
心
と
し
た

地
城
営
農
へ
転
換
が
必
要
で
す
。

小
坂
地
区
に
お
い
て

現
在
。
小
坂
地
区
で
は
「
県
営
ほ

場
整
備
事
業
（
担
い
手
育
成
型
）
」
に

よ
り
、
ほ
場
盤
伽
が
進
め
ら
れ
、
面

的
整
備
が
終
盤
を
む
か
え
、
こ
れ
か

ら
確
定
測
皿
、
換
地
業
務
へ
と
展
開

し
て
い
き
ま
す
。
町
で
は
こ
の
ほ
場

整
術
事
業
を
支
援
し
、
新
地
域
営
農

確
立
推
進
事
業
を
導
入
す
る
こ
と
に

よ
り
、
担
い
手
を
中
心
と
し
た
地
峨

型
農
業
経
営
の
取
り
組
み
を
進
め
ま

す
。特

に
換
地
凛

務
に
お
い
て
は
、
担

い
予
型
の
計
画
を
進
め
る
と
と
も
に
。

『
地
域
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
盛
り
込

む
こ
と
で
、
将
来
の
小
坂
地
区
営
農

の
基
礎
を
な
す
。
新
し
い
ａ

業
の
試

み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

地域営農総括推進員に

高橋豊壽 さん

地域営農確立の推 進役となる国見町地

域営農総括推進員に 、高橋皿壽さん く鳥

取）が選ばれ、こ のほど委嘱状が交付さ

れました。高檎さんは町議会議員として

地域の信頼も厚 く、こ れまでの仕事を通

し、地域農業 に精通 しており ます。地域

営農ピジョ ンの作成 やその実現に向けた、

小坂地区の新しい農 藥づくりの中心とな

り、活動いただくことに なり ます。



藪田城跡整備イメージ図

藤
田
城
跡
整
備

歴
史
公
園
と
し
て
整
備

歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
藤
田
城
跡

を
歴
史
公
園
と
し
て
、
整
伽
保
存
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
国
の

『
地

域
文
化
財
・
歴
史
的
遺
産
活
用
地
城

お
こ
し
事
業
』
の
認
定
を
受
け
実
施

す
る
も
の
で
、
土
塁
を
保
存
し
な
が

ら
芝
生
広
場
な
ど
整
備
す
る
も
の
で

す
。藤

山
城
は
山
崎
字
北
古
舘
、
南
古

舘
（
源
宗
山
）
に
位
置
し
、
奥
州
合

戦
（
一
一
八
九
年
）
の
折
、
鎌
介
軍

の
本
営
が
置
か
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
も
伊
達
一
族
の
居
館
と

見
ら
れ
、
海
北
朝
時
代
の
腫
史
解
明

に
重
嬰
な
史
跡
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
藤
田
城
跡
は
、
東
側
半
分
が
町

営
住
宅
と
な
っ
て
お
り
、
北
側
か
ら

西
側
に
か
け
て
は
空
堀
の
遺
構
が
み

ら
れ
、
そ
れ
に
続
く
西
側
の
ｔ

塁
は
、

ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
土
塁
を
保
存
し
な
が
ら
。

芝
張
り
を
行
い
芝
生
広
場
と
し
て
整

備
を
は
か
り
、
遊
歩
道
、
ペ
ン
チ
を

配
置
し
、
案
内
板
や
説
明
板
を
設
け

る
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
公
園
と
し
て

歴
史
的
意
義
を
伝
え
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
整
備
に
よ
っ
て
、

次
世
代
に
雁
史
的
迫
産
を
保
存
、
継

承

す
る

こ
と

を
目

的

と
し

て

い
ま
す
．

藤
田

城
跡

整
備

に

は
総

事
業

劈

一
．

千

四
百

二
十

万
円

が

見

込
ま

れ
、
十

．
．年

度
ま

で
の

二

ヵ

年

継
続

で
進

め

ら
れ

ま
す
．

こ

の

た

び

．
自

治
省

の

地

域

文
化

財

・
歴

史

的

遺

産
活
用

地

域

お
こ
し

事
業

の

認
定

を

受
け

、
国

か

ら
財

政
支

援
の

あ
る
地
域
総
合
整
備
事
業
債
を
財
源

と
し
て
嘔
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
こ

の
起
偵
は
そ
の
眞
避
の
半
分
以
上
が
、

普
通
交
付
税
に
よ
っ
て
、
措
置
さ
れ

る
有
利
な
も
の
で
す
。

国
見
町
に
は
数
々
の
歴
史
的
価
値

が
あ
る
史
跡
が
存
在
し
ま
す
。
こ
れ

ら
を
後
皀
に
伝
え
る
こ
と
は
重
要
な

任
務
で
す
。
し
か
し
、
財
政
的
に
も

一
度
に
行
う
こ
と
は
困
難
な
こ
と
は
、

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、

町
で
は
補
助
な
ど
有
利
な
事
業
を
選

択
し
な
が
ら
、
計
画
的
に
保
存
整
備

を
進
め
て
い
く
考
え
で
す
。

藤
田
城

国
見
町
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長

菊
池
利
雄

藤
田
城
は
汲
宗
山
と
も
呼
ば
れ
る
。

標
高
九
九
メ
ー
ト
ル
程
の
丘
陵
地
の
頂

上
に
位
－

し
。
本
丸
の
広
さ
は
東
Ｓ
が

約
百
八
十
ｍ
．
爾
北
釣
百
五
十
ｍ
の
平

廻
地
で
。
丘
陵
の
外
酲
り
は
傾
斜
の
き

つ
い
縻
地
形
を
な
し
た
堅
固
な
山
城
で

あ
る
。

城
の
北
側
か
ら
西
働
に
か
け
て
は
一

堀
の
あ
と
。
北
西
の
隅
に
は
外
側
に
張

り
出
し
た
枡
形
と
。
入
り
込
ん
だ
馬
出

し
の
遺
哨
が
鏝
さ
れ
。
虎
口
と
よ
ば
れ

る
耙
い
城
へ
の
出
入
口
が
あ
る
。
枡
形

か
ら
西
側
の
外
締
に
沿
っ
て
は
、
土
塁

が
ほ
ぽ
完
全
な
形
で
残
さ
れ
て
お
り
。

宅
地
化
な
ど
飼
発
が
違
行
し
て
い
る
現

在
に
あ
っ
て
も
、
城
跡
の
猥
覩
を
良
く

止
め
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

藤
田
喊
の
築
か
れ
た
聘
朋
は
明
ら
か

で
な
い
が
．
文
冶
五
（
一
一
八
九
）
年

奥
州
騁
原
氏
と
の
阿
泌
賀
芯
山
の
合
戦

に
は
．
源
頼
朝
の
本
富
が
Ｉ
か
れ
た
と

の
伝
え
が
あ
る
．
爾
北
朝
の
動
乱
の
肉

代
を
む
か
へ
．
藤
田
城
は
奥
羽
の
縻
史

に
大
き
く
登
場
し
て
く
る
．
貞
和
三
（
一

三
四
穴
）
年
八
月
兩
爾
軍
の
本
拠
霎
山

城
の
支
城
で
あ
っ
た
藤
田
或
は
．
吉
良

貞
寒
率
い
る
奥
州
全
域
よ
り
動
爾
さ
れ

た
北
朝
蕈
の
麗
攻
単
に
よ
り
瑪
城
し
た
．

こ
の
阪
い
に
参
障
し
た
．
い
わ
き
市
の

飯
野
．
国
墫
氏
な
ど
多
く
の
家
に
は
．

こ
の
城
攻
め
の
到
瞿
状
、
軍
忠
状
な
ど

多
く
の
文
魯
が
残
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

時
代
の
歴
史
研
究
に
と
っ
て
．
欠
く
こ

と
が
出
来
な
い
糲
重
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
．
こ
の
城
の
城
主
は
．
伊
達
家
の

古
来
の
一
家
と
さ
れ
る
藤
田
氏
で
あ
る
．



ウォーキン グ大会
叙
勲
の
栄
誉

勲
五
等
瑞
宝
章
に
曵
地
善
作
さ
ん

秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
曵
地
善
作

さ
ん
（
本
町
）
が
勲
五
等
瑞
宝
章
を

受
章
し
ま
し
た
。

曵
地
さ
ん
は
＆
米
店
を
営
む
か
た

わ
ら
。
昭
和
四
卜
年
に
、
国
見
町
民

生

・
児
嗷

委
員

に
就

任
、

唹
成

匕
年

に
退
任
す

る
ま

で
．
．．
十
年

に
わ

た
り

、

社

会
的

弱
者

の
救
護

を

は
じ

め
地
域

福

祉
の
向

上

に
尽

力
さ

れ
ま
し

た
、

昭

和
瓦

十
五
年

か

ら
の
十

五
年

川
は

民
生
委

員
協

議
会

総
務

と
し

て
、
活

助

の
中

心
と

な
り

精
力
的

に
取

り

糾

ま

れ
、

そ
の

成
果

は
現

在
で

も
町
福

祉

施
策

の
基

盤
を

な
す

な
ど

人
き

な

功

績
が

あ
り

ま
す
．

温
厚

誠
実

に
し

て
人

桝
味

の
厚

い

人
柄
で

あ

り
、
民

生
委
八

業

務

に
お

い
て

は
公

平
・
公

卍

さ
を

斤
と
し

て

あ
た

り
、

厚
い
信

望

を
得

て
お
り

ま

す
。

県
ド

民
生
委

員

の
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

、
ま

た
町
商

．Ｌ
会

艮
や

町
社

会

福
祉

協
議
会

副
会

艮

を
歴

任
さ

れ
、

現
在

で
も

町
シ
ル

バ

ー
人
材

セ

ン
タ

ー
副

理
事

艮
を
勤

め

ら
れ

て
お
り

ま

す
。曵

地
さ

ん
は
「
戦

後
す

ぐ
の
母
ｙｒ
・

生

活
困
窮

の
姿

を
兒

、
何

か
ｆ

を
麗

し

の
べ

ら
れ
な

い
か

。
あ

の
思

い
が

活
動

の
支

え
で

し
た

。
こ

の
受

収
も

み

な
さ
ん

の
お

か
げ

で
す

。
鰻

く
助

め

さ
せ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。
」
と
語

ら

れ
て

お
り
ま

す
。

ト

リ

ー。十

一
凵
、
第

十
一
。同
町

民
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
大

会
が

秋
哨

れ
の

な
か
開

か
れ

ま
し

た
。

子
供

か

ら
お
年

寄

り
ま
で

り
｛
‥‥
。。一
十
名

が
参

加
し

て
、

九

・
〇
／
‥
‥‥の

秋
の

閥
見

路
を
散

策
し

ま
し

た
。

今

年

か
ら
上

野
台

運
助
公

園
を

出
発

す

る
コ
ー

ス

に
変
更

。
昨

年
よ

り
距
離

が

二

・
六
い

‥
い
短
く

な

り
ま
し

た

。
出
発

式
で
Ｍ

永
町

長

は

「
歩

く

こ

と

は
健

康
づ

く
り

に
奴
適
で

す

。
ゆ

っ
く

り
ゆ

っ

た

り
、
自

然

の
景
観

を
楽
し

ん
で

く

だ
さ

い
」

と

あ

い
さ

つ
。。

八
時

過
ぎ

に
出
発

し
た
参

加
者

は

。
石

吋
川
を

通

り
阿
津

資
志

山

山
頂
に

は
卜
時

前

に
到
着

。

途

中

タ
オ
ル

で

汗
を

ふ
き
な

が
ら

、

い
に
し

え
人

が

た

ど

っ
た
阿

津
貿
志

を
し

の
び

な
が

ら
、

秋
の

一

日

を
楽

し
み

ま
し

た
。

歩
き

終
え

た
閉
会

式
で

は
高

齢
行

や
最

年
少

者

親
元

Ｉ
．代
参

加
者

に
記
念

品
が

贈
７

さ
れ

ま
し

た

市
町
村
対
抗
県
縦
断
駅
伝
大
会

が
ん

ば
れ

国
見
町
チ
ー
ム

今
年
で
十
一
回
と
な
る
ふ
く
し
ま

駅
伝
が
白
河
か
ら
福
鳥
ま
で
の
十
五

区
間
九
卜
六
・
七
㎞
で
行
わ
れ
ま
す
。

秋
の
柵
鳥
路
を
ひ
た
走
る
こ
の
駅

伝
に
は
、
国
見
町
の
代
表
と
し
て
、

中
学
生
か
ら
一
般
ま
で
卜
五
名
の
選

手
が
、

。
本
の
タ
ス
キ
を
つ
な
げ
ま

す
。
ゼ
ツ
ヶ
ン
1
3番
国
見
チ
ー
ム
に

声
援
く
だ
さ
い
。

ふくしま駅伝メンバー
(最終エントリー)

監 甘　　　　 八巻 忠雅 国見厠役場

コーチ　　　　　 村上 僵弘 大言罨・

１区（女子） （4俶ｍ）本欄 明美 槿覊西馬2 年

２区（高校以下》 田 m 】石川 踈太 田付高奴１年

３区（中学男子）｛62km ｝佐久鴆雅弘 槊１中3 年

４区　　　C7 急ｍ）高橋 譱光 槿圏 黒 市 場

５区（高校以下〉（6ゑｍ）器痕田孝鞨 保累罵校１年

６区　　 田 .1 ) 幸一 口衝瘴褞鳥

７区（中学男子) .4k 】累日 正人 氛ｉ中３年

８区（中学男子）｛52km ｝後●　 毘 県戈中１年

９区｛甲字女子以11 ㎞1｝佐鈩月日香 巣・中１年

10区　　 〔8盞ml 佐藤 漏 史 見 町役場

11区　　 い 0  m  )枇浦 事妃 目衛摎褞鳥

12区（女子） （43krnl遠藤 まゆ 羣葛西高3 年

1  駆 (高校以下）（14km ）後藤 仁思 俣原高校】年

1  駆 (中学女子｝叺4kml 大沼　 彩 甌戈中１年

IS区　　 【&7km) 宍戸 耄司 襤鳥県●禀

控え且手　　　　 志吋 渭司 尤栄石材罐奴

控え遷手　　　　･jll 敵之 貴之学聡大字1年

控え選手　　　　 石塚 博和 譬尤学屁甬校1年

控え選手　　　　 宍戸圭二郎 県戈中１年

控え飆手　　　　 佐藤 ●鄙 県戈中３羃

控え遇手　　　　 渡辺 吝菜 羣戈中１年

スポーツ少年団

駅伝競争大会
第14 回国見町スポーツ少年団

駅伝競走大会が開催されます。こ
の大会には町内からａチームが出

場するほか、県北地区か嵋戻1チ

ームも参加します。懸命に定る小

学生たちへ、あたたかい声援をお
願いします。

1 ﾚ 21 (日)
蓮田小 午後1 時スタート

石毋田・藤ノ町一石毋田・上台
（13:Ｓ）　　 ｛13:10｝

一山蝎・川前-- 鳥取・深山神社

（13:11）　 ｛13:19｝

-･内谷・圃田商店→八巻石材店繭
（13:24）　　 ｛13:２９｝

→由井時針店前→ゴール藤田小

113:匐

●全コース ８区間10. OK ﾎ
C ）lj通遇予定畤剣

自然を楽しみ健康づくり



１０月の

グ ラビ ア

鹿島神社例大祭

旬

の

代

表

的

な

秋

祭

り

鹿

島

神

社

の

引

大

祭

が

。

十

月

し

九

二

ｔ

日

行

わ

れ

『

藤

田

商

店
4
:

を

罵

一
人

が

ひ

し

め

き

。

多

く

の

人

で

賑

わ

い

ま

し

た

。。

卿
　
傘

　－

　
ぐ
　
Ｄ
の

や

た

い

・

山

ま

。・
が

池

し

く

ぷ

つ

か

る

夜

。

冫

つ

リ

ｔ
。」
畿

馮

濶

を

む

か

え

。
ａ

‐輿

が

参

避

を

駆

け

士

が

り

、

お

富

入

り

と

な

り

ま

し

に

。

も
う
帰
る
モ
ー

閉
牧
式

町言 牧野ぴ⊃閉 牧式 が10 月20 日 衍わ･り ．牛 た５ も牧

場から 我が家 へ.･らﾖかい まし た ．今年は551 の 牛が.UJ

でのぴの ぴ過ごし ．司4･ の９斟が受胎し たとのこと，

塚野目ロードレース
10 月;7 日 墫野目 スポ ーツ晦 興会 が主催７ る ．弟10 回 塚

野目 ロ ードレ ースが 開か れ ，啝 孑や小 字生 ．エ リ ートなど

７つのｓ 冖に 的 1  4 0名が健 脚を 駸いまし た， 塚野目 憚.会麗

をスタート ，濁みわたった円空のもと ．コ ールに駆け ひ,むと ．

地区 の女 竹たらから ，おいしい 器11 がふる まわり ま１｡

忌日９爾甬の目児た芍は、10 月21日桑斯緑風糴

のおじいちゃん、おぱ衝ちゃんと．サツマイモを

振り．収種を楽しみ深した. 掘り起こし たサツマ
イモは ．さっそく薦され．みんなで秋の実りを味

わいＪした.

お
い
し
い
ね

サ
ツ
マ
イ
モ

1
0月
２
日
藤
田
幼
推
圜

秋
ぱ

ｎ

の
乞
と
、
ａ
・
央
の
お
や
つ
を

め
ぐ
つ
で
綱
引
き
で
蕚
．

怐
月
３
日
大
枝
小
運
動
会

強
滝

の
た
め
一
時
中
町
も
、
互
に
も
負

け
ず
元
気
な
駸
技
が
罎
り
函
げ
ら

れ
溲・
し
に
．

1
0月
８
日
藤
田
保
育
所

身
＆
よ

り
大
き
い
人
玉
を
転
が
１
園
月
、‐

秋の運動会



保健だより
軅鈿櫨祉曝 で保健増 違 係 .0  ( 585 ) 2783

年に一度は

胃がん検診を

㎜■　　¶日本人のがんの中で冐がんは最も多い がんです。何故日本人に胃

がん が多いのか？その要因として米や焼き魚、演物とい った｢ 日本

式 食生活｣ が疑われており、特に、塩気の強い食物を好 んで食べる

こと が叢大の原因と 考えられています。

冐 がんは、 早期に発見、治療すれば、ほぽ1 治ります。早期

がんのうちは無症状のことが多いの で、やはり予防のキメ手は定期

検 診。4{}歳をすぎ たら、年に１回は検診を受けましょう。

★とき・ところ

11月24日(水) 大木戸ふれあいセンター

11月25日(木) 森江野町民センター

11月26日(金) 国見町観月台文化センター

★受付時 間

午前８時20分～午前９時30分

★申 込方法

｢ かいらん｣ で申 込みを受付しており ますが、申

込み漏れの場合は保健増進係へ連絡ください 。

★料金

600円( 国民健康保険加 入の方は無料ですので、

保険証を持参してください。また、昭和５年４月IEﾖ

以前生ま れの方(70 歳以 上)、住民税非 課税

世帯、生活保護世帯の方も 無料となりますので、

受付に申し出てください｡)

★対象 者

昭和35年４月 １日以前に生まれの方に限ります。

乳　児　健　診

該　 当　 乳　 児 � 実 施 日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成11年９月生まれ）

・９か月児（平成11年３月生まれ） �1
月20日(木) � 午後１時30分～午後２畤 �

観月台文化センター
第１和室

(健診内容)
☆医師の指尋、身艮 一体重測定、調乳．離乳、予防接種などについて ☆母子手帳を忘れずに！

骨粗鬆症予防教室の開催について

齡をとると。骨折しやすくなったり、腰痛などの屁状に↑ｉ まざれ

ます。これは、骨の内郁が鬆（す）が入ったようになる骨粗鬆症と

いう病気が原因のことが多いようです。近年、高帥化によリクロー

ズアッブされてきた病気で、若い人にも予備軍が増えてきています。

いまから骨粗鬆症をよく知り、生活習慣の改善を図りましよう。
町では下記の日程により冊粗鬆症予防敏室を開催いたしますので、

皆さんの受講をお待ちしております。詳細は後日「かいらん」でお

知らせします、

月　 日 �時　 間 �朋　 師 �内　 容 � 会　 塲

12月７日く火）�

午後1畤30分 �

公立藤田総
合痢院医師 �

講　 話 �
観月會文化センター

大研修室

12月８日(水) ��
保健福祉諌
栄 養 士 �

調理実習 �
観月台文化センター

栄養指導宣

若
い
命
の
た
め
に
も
、

聞
い
て
学
ん
で
、
エ
イ
ズ
の
こ

と
を

●
世
界
エ
イ
ズ
デ
ー
。Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
‐

Ｍ
Ａ
‘の
閥
催

日

時

平
成
1
1年
1
2月
１
日
（
水
）

午
後
６
時
1
5分
開
演

場

所

福
島
テ
ル
サ
　
Ｆ
Ｔ
ホ
ー
ル

内

容
１
郎
　
エ
イ
ズ
に
関
す
る
ト
ー
ク

２
鄙

猥
岩
石
コ
ン
サ
ー
ト

申
込
み

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
し
〒
9
6
3
1
8
8
7
5

郡
山
市
池
ノ
台
1
3－

2
3福
鳥
中
央
テ
レ
ビ

世
界
エ
イ
ズ
デ
ー

。Ｆ
ｕ

Ｋ
ｕ
ｓ

Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ

‘
係
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

世粕 滷一戈ヂ ー

１２月１日



幼稚園の子どもたち

参加保育

森
江
野
幼
稚
園
で
は
お
母
さ
ん
を

は
じ
め
家
族
の
方
が
、
子
ど
も
た
ち

の
先
生
と
な
っ
て
、
直
接
幼
児
教
青

に
取
り
組
む
、
参
加
保
育
を
行
っ
て

い
ま
す
。
昨
年
よ
り
行
っ
て

い
る
も

の
で
。
十
月
と
十
一
月
の
第
一
・
第

二
木
眼
日
に
、
希
望
し
た
方
が
グ
ル

ー
プ
を
組
み
、
子
ど
も
た
ち
の
「
一

口
先
生
」
を
体
験
し
ま
す
。

参
加
し
た
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
紙

芝
居
や
合
奏
な
ど
演
し
物
を
披
露
し
、

ゲ
ー
ム
な
ど
工
夫
し
て
は
子
ど
も
た

ち
と
過
ご
し
ま
す
。

。
緒
に
給
食
を

と
り
、
普
段
の
子
ど
も
た
ち
の
生
活

ぶ
り
を
見
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の

後
、
幼
稚
園
教
諭
と
懇
談
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

ｒ

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
先
生

に
な
っ
た
自
分
の
お
か
あ
さ
ん
の
姿

や
、
友
だ
ち
の
お
母
さ
ん
先
生
に
、

は
じ
め
は
戸
感
う
も
の
の
、
す
ぐ
に

打
ち
解
け
て
は
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
す
、
こ
の
Ｈ
が
く
る
の

が
待
ち
ど
う
し
い
様
ｆ
で
す
。
教
え

て
も
ら
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど
は
、
す
ぐ

に
自
分
た
ち
の
遊
び
に
取
り
入
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

参
加
い
た
だ
い
た
お
母
さ
ん
か
ら

寄
せ
て
い
た
だ
い
た
心
想
に
は
、
幼

稚
園
で
の
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
接
し
、

一
様
に
家
庭
で
の
ふ
る
ま
い
と
の
違

い
や
集
団
生
活
で
の
成
長
ぶ
り
に
つ

い
て
、
驚
き
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
先
生
に
な
っ
て
み
て
の
難
し
さ

や
反
省
が
述
べ
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の

『
参
加
保
斤
』
に
よ
り
幼
稚

園
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
家
庭
教
育
に
役
在
て
て
い
た

だ
け
れ
ば
か
い
に
思
い
ま
す
。
幼
稚

側
と
し
て
も
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意

見
、
感
想
な
ど
を
今
後
の
活
助
に
生

か
し
て
い
く
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

ｆ
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
日
々
多
く

の
も
の
を
吸
収
し
て
ゆ
く
、
人
切
な

こ
の
時
期
。
家
庭
と
幼
稚
・園
が
一
緒

に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

支
え
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

（
森
江
野
幼
稚
園
）

おかあさん先生の指導のもと、ゲームを楽しむ森江野幼稚園の子どもたち

くにみの

民話かるた

まち再発

見

こ
の
は
な
し
は
前
９
『
沼
の

土
は
若
侍
に
化
け
て
き
た
』
の

つ
づ
き
。
さ
て
。

小
沼
に
水
汲
み
に
来
た
お
し

の
は
、
そ
こ
で
今
ま
で
兒
た
こ

と
も
な
い
災
し
い
若
者
、
実
は

半
田
沼
の
主
の
化
身
に
出
会
い
、

そ
の
瞬
間
、
身
も
心
も
魅
せ
ら

れ
、
魂
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
し
た
。
で
す
か
ら
そ
れ
か

ら
の
毎
日
は
も
う
切
な

い
逢
う

瀬
を
叺
ね
る
ば
か
り
。
と
こ
ろ

が
或
日
突
然
若
者
が
「
実
は
、

私
は
半
田
沼
の
主
。
お
的
を
妻

に
し
た
い
と
通
っ
て
来
た
も
の
。

承
知
し
て
く
れ
る
な
ら
ば
半
Ⅲ

沼
に
来
て
お
く
れ
」
と
ふ
っ
つ

り
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
の
で

し
た
。
驚
き
嘆
く
お
し
の
。
逢

い
た
く
て
も
恋
し
い
若
者
は
擧

田

沼

の

ｔ

。

思

い

つ

め

た

お

し

の

は

「

譽

田

沼

の

水

が

飲

み

た

い

」

と

‘。。一
？
つ

よ

う

に

な

り

、

と

う

と

う

あ

る

晩

い

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

の

で

し

た

。

親

達

は

も

し

や

と

半

田

沼

に

潜

っ

て

探

し

て

も

ら

っ

た

と

こ

ろ

、

水

底

の

立

派

な

御

殿

で

お

し

の

は

機

を

織

り

な

が

ら

赤

牛

と

共

に

蕀

し

て

い

て

、
「
私

は

縁

あ

っ

て

主

と

夫

婦

に

な

り

ま

し

た

。

け

れ

ど

叭

が

干

照

り

の

時

は

、

塚

野

目

の

人

々

が

来

て

私

の

名

を

呼

び

な

が

ら

雨

乞

い

し

て

下

さ

い

。

き

っ

と

雨

を

降

ら

せ

ま

し

よ

う

」

と
・
諤

い

、

今

で

も

古

式

に

の

っ

と

り

雨

乞

い

す

れ

ば

必

ら

ず

雨

が

降

る

と

い

う

こ

と

で

す

、

赤
牛
の
嫁
は

塚
野
目

お
し
の
さ
ん



インフォメーション

改正祝日法の施行

来篤年 １月から

「成人の日」と 「体育の日」 が

第 ２月曜日に固定さ れます。

｢成人の日｣ を １月、｢体育の日｣ を10月

の 各々 第２月曜日と する 改正祝日法が、2(XX)(

平成12)年１月から施行さ れます。

毎年決まった時期に連休になることから、

主に次のような効果が期待できます。

● ゆとりある生活スタイルの実現

●ボランティア活動などの余暇活動の充実

●地域活性化及び経済波及効果　 など

H  A P P Y 精 0 N 0 ｰ
癶 ● ぽ 一 挙 ９ 枦 －

募
　
集

女
性
の
技
術
講
習
会

パ

ソ

コ
ン

初
級
・

再
就
職
を
希
望

す
る
女
性
を

対
象
に
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
閧

催
し
ま
す
。
受
講
に
よ

り
、
再

就
職
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

▼
科
目
こ・
パ
ソ
コ
ン
初
級

（
ワ

ー
プ
ロ
）

▼
内
容
・：
職
業
能
力

開
発
協
会
技
能
評
価
ワ
ー
プ
ロ

部
門
三
級
検
定
合
格
を
目
指
し

ま
す

▼
期
間
…
平
成
十
】一
年
一

月
七
日
か
ら
二
月
八
日
ま
で
の

月
～
金
曜
日
、
二
ｔ

二
日
伽

▼

時
間
・・・
午
前
九
冊
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
三
十
分
ま
で
▼
会
場

・：
県
女
性
餓
業
援
助
セ
ン
タ
ー

研
修
室
（
県
庁
東
分
庁
舎
内
）

▼
定
員
：
七

十
名
（
就
驩
希
望

の
女
性
で

全
期
間
出
席
で
き
る

方
）
▼
受
講
料
…
無
料
（
教
材

費
は
自
己
負
担
）
▼
申
し
込
み

方
法
…
卜
二
月
十
五
Ｈ
及
び
卜

六
日
の
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
、
援
助
セ
ン
タ
ー
で
直

接
申
し
込
む
こ
と
。
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
。

★
問
い
合
わ
せ

女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

ｇ
（
５
２
１
）
7
7
4０

自
衛
隊
生
徒
募
集

自
衛
隊
生
徒
を
次
の
要
領
で

募
繋
し
ま
す

。
▼
応
募
資
格
…

中
学
校
卒
業
（
見
込
含
）
で
」ｒ

七
歳
未
満
の
男
子
▼
募
集
期
限

・：
ｆ
成
十
二
年

一
月

回一
日
ま
で

▼
試
験
日
…
平
成
ｔ

Ｊ
．年
一
月

五
日

★
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
福
島
募
災
案
内

ｇ
（
５
４
５

）
7
9
9
5

「
わ

が
家
の

家
計
簿

生
活
設
計
」
体
験
談
募
粂

み
な
さ
ん
の
家
計

簿
を
つ
け

た
体
験
、
生
活
設
計
を
た
て
た

経
験
談
を
舁
災
し
て
い
ま
す
。

家
計
簿
を
つ
け
は
じ
め
た
き
っ

か
け
や
生
活
ぷ
り
の
変
化
、
生

活
設
計
や
家
計
摶
肥
椴
の
上
で

の
苦
心
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
を

お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
応
募
方
法
・：
Ａ
四
版
川
紙
に

て
千
字
以
内
縦
肅
き
で
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
職
業
等
を
同
一

生
計
家
族
の
続
柄
、
年
齢
等

、

及
び
家
計
陣
の
記
帳
年
数
、
生

活
設
計
の
策
定
年
数
を
記
人
く

だ
さ
い
。

▼
添
付
物
・：
家
計
陦

体
験
談

に
つ

い
て
は
支
出
内
訳

表
を
、
生
活
設
計
体
験
談
に
つ

い
て
は

設
計
表
を
添
付
く
だ
さ

い
。
▼
募
集
期
間
…
十
二
月
一

日
か
ら
平
成
十
一
一
年
二
月
二
十

日
ま
で
▼
表
彫
・：
特
賞
は
じ
め

人
選
作
品
に
は
賞
状
と
賞
金
を

贈
呈
し
ま
す
。
ま
た
応
募
者
全

員
に
十
三
年
家
計
簿
を
差
し
上

げ
ま
す
。

騨
細
は
閥
い
合
わ
せ
ド
さ
い
。

〒
１
０
３
－
8
6
6
0

日
本
銀
行
情
報
サ
ー
ビ
ス
局
内

貯
蓄
広
報
巾
央
委
1
1
会

『
家
計

簿
・
生
活
設
計
体
験
談
』
係

昔
０
３
（
3
2
7
9

）
1
1
1
1

勤
労
者
文
芸

コ

ン

ク

ー
ル

県
労
政
協
会
で
は
、
県
内
に

働
く
方
が
、
助
労
の
余
暇
に
作

成
し
た
作
品
の
発
表
の
場
と
し

て
。
ま
た
文
化
向
上
を
図
る
た

め
、
文
芸
コ
ン
ク
ー
ル
を
閧
催

し
ま
す
。
こ
れ
に
出
展
い
た
だ

く
、
詩
や
短
歌
な
ど
の
作
品
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

▼
募
集
部
門
・：
次
の
四
部
門
に

よ
り
何
郎
門
で
も
応
募
で
き
ま

す
。

詩
（
二
編
以
内
一
編
が
四

百
字
詰
原
稿
用
紙
三
枚
以
内
）

短
歌
（
五
竹

以

内
）

俳

句

（
五
句
以
内

）

川
仰
（
五
句
以

内
）
▼
応
募
買
格
…
県
内
で
働

く
方
の
創
作
で
未
発
表
の
作
品

▼
応
募
方
法
：
‘四
百
字
詰
原
稿

川
紙
の
頭

齡
に
都
門
。
助
務
先
、

住
所
、
氏
名
等
を
明
記
し
、
左

配
に
送
付
く
だ
さ

い
。
▼
締
切

り
‘：
十
一
月
三
十
日

★
応
募
・
問
い
合

わ
せ
先

〒
９
６
０
－
8
6
7
0

福
島
県
庁
労
政
課
内

福
島
県
労
政
協
会

ｇ
（
５
２
１

）
7
2
9
6

西

分

署

だ

よ

り

高
齢
者
へ
の
目
配
り
を

火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
ま
す
．
火
災

で
死
亡
し
た
方
の
約
九
割
が
住
宅
火
災

に
よ
る
も
の

で
．
そ
の
な
か
で
も
六
卜
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が
約

半
数
を
占
め
て

い
ま
す
．

死
傷
者
に
高
齢
の
方
が
多
い
要
因

と
し
て
は
、
出

火
に
よ
リ
バ
ニ
ッ

ク
状
態
へ
陥
り
、
消
火
へ
の
対
応

が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
．
ま
た
、
火
気
器
具

の
誤
使
用
や
注
意
力
低
下
な
ど
か
ら
衣
類
へ
の
着
火

な
ど
に
よ
る
も
の
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
．

高
齢
者
を
火
か
ら
守
る
た
め
に
は
、
家
族
の
目
配

り
は
も
ち
ろ
ん
．
防
炎
製
品
の
着
用
な
ど
に
よ
り
、

痛
ま
し

い
事
故
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
よ
う
．



県
税
だ
よ
り

個
人
事
業
税

第
二
期
分

個
人
事
粟
税
は
、
県
内
に
事

棚
所
・
嘔
某
所
を
設
け
、
物
品

販
売
業
や
不
助

産
貸
付
業
な
ど
、

地
方
税
泌
で
定

め
ら
れ
て
い
る

嘔

薬
を
行
う
佃
人

の
方

に
納
め

て

い
た
だ
く
税
金
で
す
。

税
額
が
一
万

円
以
ｈ
の
場
合
、

第
一
期
分
は

八
月
末
ま
で

。
第

二
期
分
は
ト

ー
月
三
十
日
ま
で

の
二
回
に
分
け
て
納
め
て

い
た

だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
二
期
の
納
期
限
は
十
一
月

三
十
日
で
す
。
県
北
地
方
振
興

局
県
税
部
よ
り
十
一
月
中
旬
に

送
付
さ
れ
る
納
付
β
に
よ
り
、

最
寄
り
の
金
融
機
関
か
ら
納
期

限
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

県
北
地
方
振
興
局
県
税
節

’］（
５
２
１
）
7
6
3
6

お
知
ら
せ

製
造
事
業
所
の

皆
様

へ

統
針
調
査
に
協
力
く
だ
さ
い

十
二
月
三
十

．一
日
現
在
で
．

次
の
紋
計
調
在

が
同
時
に
行
わ

れ
ま
す
．

年　金

ガイﾄﾞ

『
安
心
』
を

届
け

る

国
民
年
金

年
金
受
給
額
は
三
分
の
一
の

国
庫
負
担
が
あ
る
の
で
安
心
で
す

国

民

年

金

は
一

が
責

任

を

紬

っ

て

運

営

す

る
公

的

年

金

制

度
で

す

。
受

け

取

る

年

額

は

三

分

の

一

を
国

庫

負

廻

額
｛

税

金

｝
で

鷸
っ

て

い
ま

す

。

さ

ら

に
国

民

年

全

は

生

涯

に

わ
た

っ

て

賢

け

ら

れ

る

年

金
で

す

か

ら

老

筏

も

安
心

で

す

。

イ
ン
フ
レ
な
ど
の
物
価
変
動

に
も
強
い
か
ら
安
心
で
す

皿

民

年

金

は

物
価

が

上
昇

し

た

分

だ

け

年

金

額

も

上

が

る

完

全

自

動

物
価

ス

ーフ

イ

ド
制

に

よ

り

。

年

全

皿

の

実

質

価

値

が

守

ら

れ
て

い
ま

す

。

そ

の

た

め

イ

ン

フ

レ

な

ど

の

物

価

変

飴

に

も
強

く

、

平

成

十

一

年

度
の

額

は

昭

和

六

十

三

年

度

に
対

し

て

三

〇
％

の

ア

ッ

プ

と

な

っ

て

い

ま
す

。

★

問

い

合

わ

せ

住

民

諌

年

金

係

昔

５

８

５
－
2
1
7
9

センサスを
いかして築く
新世紀

ス一鬣
一

農林 水 産省 では 、 平 成12 年 ２月 １日

に 「2｛XX｝年 世 界 農林 薫 セン サ ス」 を実

施 しま す 。

農林 業 セン サ スは 、 全国 の 農家 や林

覃な ど（ すが て;岬 旱 林 栗を 宮 む● 葵体

を対 象 と して 行う 極 め て大 厦 桐な 調 査

で､ い わば「馥 林業 に 関 する国 勢 調 査」

とも い え、 わ が詞 農 林 乗の 実 愬を明 ら

かlこ耳 る 基本 的な 調 査 で す（ 匸 卜

膺葦 に当 た っ ては 、 調 査貝 がお 持ち

するｉ 齠|| こ澀 林業 の 経言 状 況な どを･

 ､  し て い
二だ きま す が 、爾 蒼で 摶ら

㎜|･乢　　　　　　　　 』-●●れ£ 惴 報は 、 毓 黔以 外 には 使 岶す るこ

とヵ'
 き れ き 01  ま す の で ,  ｡  あ pのｌ

ま を記λ ≪だ さCV 廁 林 業商 係の 昏 様

の ご 理解 、ご 協力 を お 願い し ま す。

★問い合わせ

金盃商 工 製 企而廠Ｔ仭

t585)29a7

・
甲
成
ト

ー
年
工
粟
統
計
調
介

・：
製
地
事
業
所
の
実
態
を
調
査

・
平
成
十
一
年
石
油
等
消
費
構

造
統
計
調
在
：
ｆ従

業
員
．一
Ｆ

名

以
上
の
製
造
寥
業
所
の
石
油
等

の
消
費
実
態
を
副
査

本
年
十
二
月
か
ら
来
年
一
月

に
か
け
て
調
査
員
が
お
伺

い
し

ま
す
．
な
お
、
調
査
票
に
記
入

し
て

い
た
だ
い
た
内
容

に
つ
い

て
は
、
観
計
法
に
鴣
つ
き
秘
密

が
峨
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確

な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
．

★
問
い
合
わ
せ

企
画
商
工
課
企
面
商
工
係

ａ
｛
５
８
５
｝
2
9
8
7

県
北
都
市
計
画

公
聴
会
開
催
の
お
知
ら
せ

県
北
都
市
計
画
区
域
（
福
島

市
、
国
見
町
．
桑
折
町
．
伊
達

町
、
保
康
町
、
繋
川
町
）
に
お

い
て
．
市
街
化
区
城
の
定
期
兄

直
し
に
よ
り
、
住
民
皆
様
の
ご

意

見

を

も

と

に

計

画

に

反

映

さ

せ

る

た

め

、

公

聴

会

を

次

の

と

お

リ

閧

催

し

ま

す

の

で

お

知

ら

せ

し

ま

す

、

日

時

十

一

。
月

二

十

一

日
（

火

）

午

後

二

時

よ

り

場

所

福

島

県

自

治

会

館

詳

細

に

つ

い

て

は

、

都

巾

整

備

駅

ｎ

５

８

５
－
2
9
8
5

へ

お

問

介

せ

く

だ

さ

い

。

匡

呪

お

胃

口

卜
。冫

必
要
な
日
ま
で
に
資
金
が
届

く
よ

う
、
り
め
に
お
申
し

込
み

く
だ
さ

い
。

▼
触
資
額
…
学
生
、
生
徒
Ｉ
人

に
つ
き
、
二
百
万
円
以
内
▼

返

沸
期
間
・：
十
年
以
内
。
交
通
遺

児
家
庭
、
母
子
家
庭
に
つ
い
て

は
一
年
延
長
が
可
能
。
な
お
、

在
学
期
間
以
内
で
の
元
金
の
据

え
置
き
が
で
き
ま
す
。
▼
利
串

…
年
ニ

ー
三
％

（
十
月
一
日
現

在
）
▼
返
済
方
法
・：
毎
月
元
利

均
等
返
沸
。
融
資
額
の
半
分
以

内
の
ボ
ー
ナ
ス
月
の
増
額
返
済
。

あ
る
い
は
返
済
額
を
途
中
で
増

額
す
る
ス
テ
ッ
プ
返
済
も
可
能
。

★
問
い
合
わ
せ

国
民
金
融
公
庫
柵
島
支
店

－`
（
５
２
３
）
2
3
４
1

お
詫
び
と
訂
正

広

報

く

に

み
1
0
月

号
1
9
ぺ

１

ジ

の
「

町

少

年

柔

道

大

会

」

の

襴

で

、

主

催

を

『
町

柔

道

ク

ラ

ブ

』

と

記

敍
し

ま

し

た

が

。『
町

柔

道

ス

ポ

ー

ツ

少

年

Ｍ

．

及

び

父

母

会

』

の

訊

り

で

す

。

お

詫

び

し

て

訂

ｉ

さ

せ

て

い

た

だ

き

ま

す

。

12月の心配ごと相談

３日ｔ 松浦 廿一S4
石!11さよ里,4

159啝 忙久圜 嶄４
Ｋｆｌｌ志子,4

24 日 人川　 勲,4
谷汐 智鬯,4

●場所 栂叫(  2 ) 齟 室

●時間 午耐9･l－£午

結

婚

お

め

で

と

う
　

‐
‐－

閥

崎
ａ

弘

。‐
‘
・
坩

村

直

ｆ

７

｛

第
４

｝

大

勝
宏

丿

气

曳
地

晴
美

。
‘

（

山
崎

小

舘

）

誕
生
お
め
で
と
う

お
子
さ

人
　
　

像
護
４

大

椢

碧
ｙ

４

岑

“
・
甘
子
。
‘

（
沌
山
）

内
本

吟

’
‘

做
二
ぞ

山

布
ぐ

匐

滝
山
｝

野
Ｈ

知

宏
ｙ

政
晴
ぐ

牧
子
パ

示

林
｝

占

Ⅲ
伊
吹
ｙ

！

？

・
か
お
り

。
Σ

第
き

佐

滌
受
刄

。’
‘

舳
４

で

砂
幟

ご
｛
山
崎
宮

鴪
｝

本
川
和
琿
ｙ

純

ｊ

・
小
。自
芍

な

沌
山

）

佐
滌
｀
り
ん
ｙ

Ｒ

Ｊ
・
加

余
己

唸
心

北
）

蒜

沽

／

措

ぐ

や
Ｉ

（
宮

朿

）

４

樢
刄
帰

。こ

刀
人
。
气

由
美
パ
（

沌

山

）

Ⅳ
　
を
　
９
　「

　
円

ま
、す

玉

木
　

一

雄

。
‘

７７
　
　

（

小

坂

）

長

谷

川

ユ

イ

、“

７２

１

宗

山
西

）

松

浦

フ

キ

。
、‘

８ ４
　

（

大

木

戸

）

牧

野

光

子

丿

糾
　

一
宮

町

北

）

商

鳩

正

治

。
‘

町
　

（

山

崎

北

）

佐

藤
（

ナ

ヨ

’
‘

７６
　
　

（

川

内

）

蓬
Ⅲ

セ

イ

。
‘

９０
　

｛

東

川

ド

｝

齊
藤
　

年

’
‘

７９
　
　

｛

河

東

｝

（
1
0
月

２０

Ｈ

届

出

分

ま

で

）

人口と世帯

人口10 月１日現在
男　5.460 人(  十 7 )
女　5.875 人6  )
計11. ３３５人（ 十 Ｄ

出 生 ６人 死亡 ８人
転 入19 人 転出 １６人

世 帯
3｡151 世帯(  幸 D



国見町 教育委 員会 生涯学 習課

(観 月台文化 セン ター)

 ー谷 ( 585 ) 2676 FAX  ( 585 ) 2707

ゲ
ー
ム
を
楽
し
む

～
少

年
仲

問

づ
く

り
教
室

少
年
仲
間
づ
く
り
教
竃
は
、
十
月

ニ
ト
三
日
に
、
日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
協
会
公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

武
藤
ヤ
イ
さ
ん
他
匸
名
を
講
師
に
迎

え
勤
労
者
体
育
館
で
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

準
備
体
操
を
兼
ね
て
軽
快
な
リ
ズ

ム
に
あ
わ
せ
た
ダ
ン
ス
を
行
い
体
が

暖
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
教
室
生
三
・
卜

八
名
は
卜
人
ず
つ
の
チ
ー
ム
を
作
り
、

令
八
が
新
闘
紙
の
Ｌ
に
‥ｒ
く
の
る
ゲ

ー
ム
を
行
い
ま
し
た
。
狭

い
新
聞
紙

の
上
に
十
人
の
る
の
は
難
し
く
、
各

チ
ー
ム
四
苦
（

苦
し
、
体
の
小
さ
い

チ
ー
ム
メ
イ
ト
を
お
ん
ぶ
し
た
り
工

夫
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
福
鳥
国
体

の
開
会
式
で
行
わ
れ
た
集
団
演
技
の

。
つ
バ
ル
ー
ン
を
行
い
、
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
指
導
の
も
と
、
直
径
役
十

ｍ
の
布
を
上
手
に
操
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

今
年
で
三
十
四
回
を
迎
え
た
青
少

年
健
全
育
成
剣
迫
大
会
が
、
国
見
町

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
体
脊
館
に
お

い
て
国
兄
町
・
桑
折
町
の
小
中
学
生

約
百
人
の
参
加
の
も
と
卜
月
二
十
四

月
に
間
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
。
内
町
、
福
島
県
剣

道
連
盟
桑
折
支
部
が
主
催
と
な
り
、

青
少
年
が
心
身
の
鍛
錬
と
相
互
の
親

睦
を
図
リ
、
健
全
な
青
少
年
を
青
成

す

る
こ
と
を
凵
的
に

行
っ
て

い
ま

す
。

参
加
し
た
選
手
は
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
充
分
に
発
揮
し
。
白
熟

し
た
試
合
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
団
体
の
部
】

◇
小
学
生
低
学
年

優
勝
　
国
兄

◇
小
学
生
高
学
年

準
優
勝
　
国
兄
Ａ

◇
中
学
生
男
子
　
優
勝
　
県
北
中
Ａ

三
位
　
県
北
中
Ｂ

◇
中
学
生
女
子
　
優
勝
　
県
北
中

行事のお知らせ

1 6 日 (火) 子 ども移動図書館(滕田小２年)

17日(水) 子 ども移動図書館(大木戸小)

パソ コン教室

ふるさとの歴 史講座

19日(金) 成 人学級

(健康体操 とニュースポーツ)

パソ コン 教室

22日(月) パソ コン 教窒

24日(水) くに み女性 教室(手話)

パソ コン 教室

ふる さとの歴 史講座

26日(金) 子育 て教窒(楽 しい料 理)

子ど も移動図 書館(藤田 小１年)

27日(土) 五 月みどり歌 謡ショ ー

30日(火) 子ども 移動図書 館(藤田 小３年)

12月
１日(水) 〈 にみ女性散室(手話〉

子ども移動図書館{小坂小}

２日(木) 阿津貿志学級(一日講師大会)
子ども移動図書館く大枝小)

４日(土)｢ 萩原葵樹子｣講演会

５日(日) トリーミンク＆アンバンマン
ファミリーコンサート

７日(火) 阿津賀志学級(書道)
子ども移助図書館(大木戸小)

10日(金) 子青て教室く人形劇を楽しむ)
12日(日) 子どもまつり

13日(月) 子ども移動図書館(藤田小２年)
パソコン教窒

14日(火) 子ども移動図書館(森江野小)
15日(水) 子ども移動図書館(藤田小３年)

パソコン教窒

パソコン教室受講生募集

(表計算･エクセル)
〈12 月餓座〉13 日(月)15 日(水)

17日(金)20 日(月)22 日(水)

〈１月講座〉12 日(水)14 日(金)

17 日(月〉19 日(水)21 日(金)

〈２月講 座〉14 日(月)16 日(水)

18日(金〉21日( 月)23 日(水〉

◇場 所 観 月台文化センター

◇時 間 午後 ６時～８時

◇定員　 各講座11 名

(定員になり次第締切り)

◇講師 中村勉先生ほか

◇受 講料3000 円くテキスト､プロ ーブ

ビ ーディスク代を含 む)

◇申込み 生涯学習係へお申込下さい

生涯学習
つうしん

国
見
町
・
桑
折
町
青
少
年

健
全
育
成
剣
道
大
会



11 月27 日(土)

五月みどり歌謡ショー

18:00～3  , 000円

12 月 ４日(土)
｢ 萩 原 美 樹 子｣ 講 演 会

｢バスケットボールを通して学んだこと｣

14:00 ～ 無 料

12 月５日(日)

ドリーミン グ＆アンパンマン

ファミリーコンサート

14:00　500 円

12 月18 日(土)

｢ 逸 見 晴 恵｣ 文 化 講 演 会

｢信 念と思い やりの夫・逸見政孝｣

14:00　 無料

12月25日出
冬休み親子映画館
｢賢治のトランク｣
10:00～・13:30～300 円

問い 合わせ●●● 奉濔学習釁 文化; -  係 0  (  585  )  76

新しい本が届きました
文化センター図書室

1一瞳讎●1

・ロピンフッド物鮠　　　　･i 上野樊子）

・ものづくりに生さる　　　･(  小 愛 を弘1

・麋を誓って遭！）上 －１　　　 ｛堀田力｝

・文 写 ｰ　　　　　･ 旧 本文芸歌協会1

・塞でスケッチし 羃セんか　　1. 永沢まこと;

一名●をファッシ３ン　　　 （深弁男子）

一聘を超えて生きるアマミノクロウサギ

（酒田ｘ）

・鴃腕アトムは実現できるか　 ｛松原亡3

・龝耡　　　　　　　　{  上 野 蓙 宿 )

・ゴッホの遍罵　　　　　 伺|丶騁鷁樹j

l 児自麕●｝

・矚遑の字覩　　　 に ヒャエル ーエンデ】

・まじょのひんづめ　　　 峨 々本マキl

・どこいくの？　　　　　 ｛轟田剽｝

・ぬい普だんなとま5  おくさん ｛ｉ 碕悦子｝

・こ匐このウ４ジー　　 ｃドナルド・サーブ）

・おぱけの絶 下 たんけん

叉ジャりク・デュケノワ）

一転鮫生こはな　　　　　1 横山兇男】

－ナナエ　　　　　　 （惓野久子）

－アレックスとゆうｎいたち

｛エヴ冫・イポットソン｝

にっぽんロビンソン　　　c 三田tl悒石）

親
子
活
動
で

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
満
喫
！

～
子
育
て
教
室
～

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
を
迎
え
べ
子
育
て

教
室
』
で
は
。
健
康
体
操
指
導
上
の

荒
川
保
子
先
生
を
講
師
に
招
い
て
上

野
台
迎
動
公
園
で
、
野
外
活
助
を
実

施
し
ま
し
た
。

十
月
十
八
日
は
、
呀
空
が
広
が
り

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
で
し
た
。
朝

の
う
ち
は
、
少
々
風
が
冷
た
く
感
じ

ら
れ
ま
し
た
が
、
跳
ん
だ
り
は
ね
た

り
、
踊
っ
た
り
し
て
い
る
う
ち
に
汗

ば
ん
で
、
上
れ
を
脱
い
で
次
か
ら
次

へ
と
出
さ
れ
る
課
題
に
挑
戦
し
て
い

ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
、
春
の
「
親
子
活
動
」

の
畤
か
ら
み
る
と
ぐ
Ｉ
ん
と
成
長
し
、

与
え
ら
れ
た
一
時
閥
を
最
後
ま
で
飽

き
ず
に
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
か
ら
も
、
お
ほ
め
の
こ

と
ば
を
い
た
だ
い
て
、
お
ま
け
の
活

動
を
付
け
加
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
も
参

加
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
子
ど
も

二
人
辿
れ
の
お
母
さ
ん
は
、
大
助
か

り
で
し
た
。

澄
み
叨
っ
た
跨
空
の
下
、
そ
し
て

広
い
芝
生
の
上
で
思
い
き
り
迎
助
を

し
て
い
い
汗
を
流
し
た
の
で
、
そ
う

快
な
気
分
で
終
了
で
き
ま
し
た
。

平
成
十
二
年

国
見
町
成
人

式

平
成
十
二
年
岨
見
町
成
人
式
は
、
一
月

十
日
に
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ

ま
す
．

該
当
者
は
、
昭
和
五
十
四
年
円
月
二
日

か
ら
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
岡
見
町
在
住
の
方
で
す
が
．
町
外

在
住
の
方
で
出
席
を
希
望
す
る
方
は
、
教

育
委
員
会
生
涯
学
習
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
．

式
典
は
、
午
前
十
一
時
か
ら
行
い
、
成

人
証
書
交
付
や
記
念
品
朗
呈
を
、
式
典
後

は
．
記
念
写
夷
撮
彫
や
紀
念
パ
ー
テ
ィ
ー

を
行
う
予
定
で
す
．

騨
し
い
こ
と
は
．
後
日
、
該
当
者
あ
て

に
送
付
す
る
案
内
状
を
ご
覧
く
だ
さ
い
．

一

間
い
合
わ
せ
・
申
込
先

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
線

ｇ
5
8
5
1
2
6
7
6

一
新

成

人

名

簿
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

【
藤
田
地
区
】

赤
井
畑
秀
則

佐
藤
未
樹

花
井
由
貴
子

宇
佐
美
迫
子

樋
口
由
利
子

岡
井
雅
史

加
藤
妙
子

本
間
和
子

安
彦
元
気
　
一

條
輝
串

奥
山
優
子

草
野
司

（

世
健

志

小
林
智
広

菅
原
直
敏

佐
藤
綾
子

大
谷
悦
子

人
槻
恵
美

阿
部
筏
子

後

藤
智
明

渡
邉
修
司

黒
田
真
弓

菊
地

直
子

三
田
新
五

佐
藤
美
樹

大
津
葉

子

吉
見
豪

角
1
1
1
実
紀
子

齊
木
良
子

佐
藤
貴
紀

佐
久
間
実

安
藤
哄
笑

古

田
仁

佐
藤
久
美
’ｒ

八
巻
由
起
子

穂

水
真
一
　
佐
久
間
紀
明

五
十
嵐
佐
和

佐
藤
直
基

倉
田
渉
吾

佐
藤
秀
信

齊

藤
正
浩

片
甲
伸
江

瀬
戸
貴
紀
　
一
條

聡

佐
藤
美
和
子

古
田
賢
一
郎

蘭
地

弃
侶

深
田
孝
志

菊
地
武
志

齊
藤
俊

彦

佐
藤
圭

商
柵
由
災

商
原
淳
子

吉
田
悠
子

江
代
和
馬

永
井
義
信

小

早
川
愛
子

佐
藤
正
弘

富
野
酋
聹
　
一

條
里
美

高
柵
理
恵

松
浦
宏
枝

後
藤

真
澄

大
和
田
藍

鈴
木
桂
子

山
口
幸

千

佐
藤
智
忠
子

本
田
克
敏

佐
藤
康

成

奥
山
軽
陽

工
藤
雅
夬

佐
野
哲
也

八
巻
友
洋

犬
伏
千
秋

後
藤
幸
恵

鈴

木
健
士

我
妻
里
美

菅
野
勇
皀

【
小
坂
地
区
】

早
田
幸
恵

渡
邊
敏
行

新
妻
削
佳

安

藤
嗷
夫

赤
坂
稔

安
藤
満
寿
災

安
藤

夕
紀

安
藤
早
紀

朽
木
尚
之

鈴
木
陽

介

野
村
敬
ｙ

林
優
笑
子

仲
野
智
史

安
藤
潤

仲
野
周
久

高
原
博
行

阿
部

健
二

武
田
恭
子

八
鳥
瞬
美

佐
藤
秀

春

原
田
秀
明

赤
坂
厚
子

菅
野
智
史

菅
野
孝

【
森
江
野
地
区
】

津
田
麻
美

佐
藤
由
美
子

佐
久
閥
幸
広

佐
藤
崇
宏

佐
藤
佳
奈
子

武
田
崇
昭

実
沢
裕
子

武
田
燉
徳

佐
藤
裕
之

青

田
雅
紀

佐
藤
智
美

菅
原
紋
子

徳
江

誠

（

巻
絵
理
子

小
野
智
佳
子

佐
藤

加
奈

佐
藤
留
美
子

八
巻
申
一
　
斎
藤

型
子

大
波
誠

大
波
奈
津
美

徳
江
賢

治

大
波
圭

菊
地
明
美

小
島
裕
介

菊
地
誡

佐
久
間
好
信

佐
久
間
郁
心

【
大
木
戸
地
区
一

吉
田
茂

大
沼
裕
幸

佐
藤
史
宏

佐
藤

利
幸

高
橋
由
香
里

泌
谷
美
奈

遠
藤

優
子

松
浦
明
美

星
野
彰

遠
藤
瞳

遠
藤
智
和

遠
藤
康
幸

蓬
田
仁
美

八

鳥
千
春

松
油
賢

松
浦
裕
司

呑
妻
健

一
　
村
上
裕
子

齊
藤
千
草

【
大
枝
墻
区
】

長
蹕
武

長
蹕
博

佐
藤
健
一
　
鈴
木
裕

一

樹
蹕
孝
志

玉
手
友
子

佐
藤
博
之

并
砂
聡

鈴
木
里
枝

鈴
木
智
子



にゅーす

ぱっく母
子
衛
生
功
労
表
彰
黒
田
キ
ヨ
さ
ん

黒

倒

キ

ヨ

さ

ん
（

駅

前

）
が

．

十

月

十

五

日

福

鳥

県

文

化

セ

ン

タ

ー

で

開

催

さ

れ

た

、

県

保

健

衛

生

総

合

人

会

の

席

上

、

母

ｆ

衛

生

串

業

功

劣

者

表

彰

を

受

け

ま

し

た

．

黒

田

さ

ん

は

昭

和

五

十

三

年

に

母

ｆ

傑

健

推

進

員
｛

現

他

康

推

地

員

｝と

な

り

、

現

在

ま

で

の

永

き

に

わ

た

り

．

ま

た

噌

卵

五

十

七

年

か

ら

六

Ｆ

‐‐

年

ま

で

推

進

員

協

議

会

の

会

長

と

し

て

、
妊

産

婦

、
乳

幼

児

へ

の

助

一『ａ

・

指

導

な

ど

、
母

．Ｆ

保

健

は

も

と

よ

り

、
各

種

健

診

、

保

健

叫

業

へ

の

勧

奨

な

ど

．

健

康

川

進

に

大

き

く

貢

献

さ

れ

ま

し

た

．

バ
ザ
ー
の
一
部
を
福
祉
へ
藤
田
小
Ｐ
Ｔ
Ａ

廊朋小ＰＴＡ(ミ木式会長)では９月26 口笛５

回藤出っ子バザーを開催しました．このほど．

藤田小バザー委輿会の舟山峰子さんらが冨水町

長を訪れ．収益金の 一部を福祉のためにと寄付

くださいました，例年．藤田小ＰＴＡではバザ

ーによる収益金を．残簡隊川只や備品など学校

用具充実のため活川しており．その一郎を寄付

いただいたものです．

大
改
修
を
視
察
西
大
枝
地
区
小
学
生

安
全
な
町
づ
く
り
を
地
域
安
全
の
集
い

西大枝地区の小学生約35 名が．１０月23 日平

瞋の大改修裂場を祝察し ました．これは 青少年

育成町民会議大技地14推地協議会（并砂山男会

畏）がｔ催したもので．川とかかわり深い大枝

地14の子どもたちに大改修の意義を知ってもら

おうと行われたものです．参加した小学生は.r.･
μ関係者から．なぜ工事をやるのか，どんな

工事をやっているのか、脱明を聞きながら、

徳江大橋から滝川富士見橋までの

2｡4kmを歩きました

10 月29 口第171司桑折1り・国 見町地域安全の

集いが観月台文化センターで聞かれ．防犯活動

の･ 屬の充実により．犯罪のない安令な地域づ

くリ．町づくりを誓いました．これは桑折地区

防犯協会連絡会や桑折賢察ｌ ．及び町が主催と

なり行なわれ．擡ｎ 防犯i･1体や防犯功労者．僵
良 防 犯 迎絡 責 任者 などの 衣彫、 地城 安 全 作

文コンクール入選作品などか披露

されました。

ち
い
さ
な
天
才
た
ち

や
き
い
も

康
田
小

銘
木

萌

き

ょ

う

、

や

き

い

も
を

食

べ

ま

し

た

。

と

っ

て

も

お

い

し

か

っ

た

で

す

。

一
ａ

ｌ

食

べ

た

と

き

は

。

ち

ょ

っ

と

あ

ま
く

っ

て

。

二

同
盲
旨

皿
ぺ

た

と

き

は

。

あ
ま

く

て

や

わ

ら

か

い

お

い

も

で

し

た

。

お

い

も

を

や

い

て

い

る

と

き

に

。

け

む

り

を

す

っ

て

せ

き

が

と

ま

ら

な

く

な

り

ま

し

た

。

け

ど

。

苓

ぐ

に

お

さ

ま
り

ま

し

た

。

あ

と

か

ら

一

年

生

も

来

ま

し

た

。

一

年

生

も

二

毎

生

も
み

ん

な

。

お

い

し

そ

う

に

お

い

も

を

食

べ

て

い

た

の

で

よ

か

っ

た

で

ず

。

と

っ

て

も

奏

し

い

や

き

い

も

会

で

し

た

。

み

ん

な

わ

ら

っ

て

、

に

こ

に

こ

し

な

が

ら

た

べ

て

い

て

よ

か

っ

た

な

と

思

い

ま

し

た

。
と

っ

て

も

お

い

し

か

っ

た

で

す

。

『
児

Ｉ

生

徒
文

集

く

に

み

第
3
1
号

』

か

ら
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